
基本概念

基本方針①

役割分担の明確化と協議・連携 効率的かつ効果的な行政資源の最適配分

視　点

簡素で効率的な
行政運営システムの構築

〈具体的な方策〉
◇県民視点による行政運営の充実
◇効率的な行政体制の構築
◇職員の意識改革および人材の育成
◇給与等の適正化
◇電子自治体の推進

〈具体的な方策〉
◇県と市町村の適切な役割分担
◇多様な主体との恊働・連携および
　民間活用の推進
◇公社等外郭団体の見直し

〈具体的な方策〉
◇歳入の確保
◇歳出の見直し
◇公会計改革
◇県債発行の抑制及び基金残高の確保
◇公営企業の経営健全化および
　一般会計繰入金の適正化

地方分権型社会に
向けた恊働体制の構築 持続力ある財政基盤の確立

県民に対する責任ある県政運営のための行政体制の整備と持続可能な行政基盤の確立

基本方針② 基本方針③

　

｢
地
産
地
消｣

を
テ
ー
マ
に
、
二
月
六
日
（
土
）
か
ら
二
日
間
、
奥

武
山
総
合
運
動
公
園
で｢

お
き
な
わ
花
と
食
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
０｣
を
開
催
し
ま
す
。
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県
は
、平
成
二
十
二
年
度
か
ら
二
十
五
年
度
ま
で
を
期
間
と
す
る「
新

沖
縄
県
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン（
仮
称
）」の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

沖
縄
県
の
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み

　

 

〜
沖
縄
県
の
新
た
な
発
展
・
飛
躍
に
向
け
て
〜

行
財
政
改
革
の
必
要
性

〜
素
案
の
概
要
〜

行
財
政
改
革
の
基
本
理
念

お
き
な
わ
花
と
食
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
０

〜
見
て
、食
べ
て
、体
験
し
て
　

う
ち
な
ー
む
ん
〜

地
産
地
消
の
推
進

　

県
で
は
、「
地
産
地
消
」運
動
を
全
県
的

に
展
開
し
、県
民
に
新
鮮
で
安
全
・
安
心

な
県
産
食
材
の
良
さ
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、沖

縄
の
伝
統
的
な
食
文
化
の
普
及
や
食
料

自
給
率
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

地
産
地
消
と
は
、「
地
元
で
生
産
さ
れ

た
も
の
を
地
元
で
消
費
す
る
」こ
と
を
意

味
し
、主
に
三
つ
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
一
つ
目
は
、生
産
者
と
消
費
者
の

距
離
が
近
く
な
る
こ
と
で
、お
互
い
を
意

識
し
た
情
報
の
交
流
が
図
ら
れ
ま
す
。二

つ
目
は
、よ
り
新
鮮
で
季
節
に
あ
っ
た
旬

の
味
が
楽
し
め
、地
元
な
ら
で
は
の
野
菜

や
果
物
を
食
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。三

つ
目
は
、地
元
で
販
売
す
る
た
め
、輸
送

時
に
生
じ
る
二
酸
化
炭
素
の
削
減
な
ど
、

エ
コ
ラ
イ
フ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

地
産
地
消
は
、と
て
も
大
切
な
取
り
組

み
で
す
。で
も
、難
し
い
事
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。ま
ず
身
近
な
事
か
ら
始
め
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

「
お
き
な
わ
花
と
食
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
２
０
１
０
」で
は
、見
て
、食
べ
て
、体
験

す
る
こ
と
で
地
産
地
消
を
体
感
で
き
ま

す
。ま
た
、県
産
農
林
水
産
物
を
よ
り
身
近

に
感
じ
る
こ
と
で
地
産
地
消
の
推
進
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

健
康
的
で
豊
か
な
生
活
を
楽
し
む
た
め

に
、ぜ
ひ「
お
き
な
わ
花
と
食
の
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
１
０
」に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

県
は
、昭
和
六
十
年
度

以
来
、数
次
に
わ
た
り
行

財
政
改
革
に
取
り
組
み
、

簡
素
で
効
率
的
な
行
政
運

営
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、本
県
の
財
政

状
況
は
、県
税
や
地
方
交

付
税
な
ど
歳
入
の
大
幅
な

増
加
が
期
待
で
き
な
い
反

面
、公
債
費
や
社
会
保
障

関
係
経
費
な
ど
の
歳
出
増

に
よ
り
多
額
の
収
支
不
足

が
生
じ
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
、こ
の
ま
ま
で
は
県
財

政
の
硬
直
化
に
よ
り
県
民

に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
支
障
を
き
た
す
こ
と

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。ま
た
、

少
子
高
齢
化
の
進
行
、情

報
化
・
国
際
化
の
急
速
な

進
展
、環
境
問
題
の
深
刻

化
な
ど
に
加
え
、沖
縄
振

興
計
画
の
終
期（
平
成
二

十
三
年
度
）も
迫
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
の
変

革
期
の
中
で
も
、医
療
や

教
育
、環
境
、雇
用
、治
安

な
ど
県
民
の
暮
ら
し
に
直

結
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
維
持
・
向
上
に
努
め
て

行
財
政
改
革
の
視
点

　

基
本
理
念
を「
県
民
に
対
す
る
責
任

あ
る
県
政
運
営
の
た
め
の
行
政
体
制
の

整
備
と
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の
確

立
」と
し
、複
雑
・
多
様
化
す
る
行
政
需

要
に
的
確
に
応
え
、県
民
の
た
め
の
成

果
を
常
に
追
及
し
て
い
く
機
動
性
、機

能
性
を
重
視
し
た
組
織
運
営
、将
来
を

見
据
え
た
効
率
的
な
財
政
運
営
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

日時 2月6日（土）・7日（日）午前10時～午後6時

場所 奥武山総合運動公園、武道館

体験して！食べて！見て！

園芸フェア(武道館)
花き・野菜・果樹品評会
フラワーデザインコンテスト
いちおし産地・伝統野菜コーナー
いけ花・おし花体験教室等

まちと村の交流体験バスツアー
海・畑・食の体験バスツアー
農作物収穫体験、農作物料理体験

こだわりシェフのクッキングプラザ
県産食材料理の試食
体験料理教室

ＪＡコーナー
ファーマーズマーケットを中心とした
県産農産物の試食・販売
地産地消鍋料理（野菜肉汁）の販売

まーさん市場
県産牛・豚・鶏・卵の試食・販売

楽旬酒肴
旬の食材を用いた料理とビール・
泡盛のコラボレーション

海鮮市場
マグロ刺身づくり体験
水産加工品の試食・販売

山の市
木工体験教室、県産きのこ試食・販売
木灰ソバの限定販売
県産木材、木工製品、家具等の展示・販売

サーターヤー
黒糖づくり実演、 製品販売･試食

※内容は都合により変更になる場合があります。

ヤングファーマーズ市場
野菜苗等の販売

市町村の広場
ご当地食材(野菜、加工品)や
自慢の料理、民芸に関する展示
試食・販売

アトラクション
琉神マブヤーショー等

い
く
こ
と
が
行
政
に
課
せ
ら
れ
た
責

務
で
あ
り
、そ
の
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
お
い
て
改
革
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
が
沖
縄
県
の
自
立
的
発
展
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
行
財
政
改
革
は
、避

け
て
は
通
れ
な
い
重
要
な
課
題
で
あ

り
、こ
れ
ま
で
の
改
革
の
成
果
も
踏
ま

え
な
が
ら
、外
部
有
識
者
等
の
検
討
の

場
も
設
け
、新
た
な
行
財
政
改
革
プ
ラ

ン
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

第1回沖縄県行政改革懇話会 （H21.6.4）

　

そ
し
て
、沖
縄
県
の
新
た
な
発
展
・
飛

躍
に
つ
な
げ
る
た
め
に
今
何
が
必
要

か
、何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、県
民

は
何
を
望
ん
で
い
る
の
か
を
的
確
に
見

極
め
て
い
く
県
民
視
点
の
責
任
あ
る
県

政
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

○
役
割
分
担
の
明
確
化
と
協
働
・
連
携

　

本
格
的
な
分
権
型
社
会
に
お
い
て

は
、住
民
の
最
も
身
近
な
基
礎
自
治
体

で
あ
る
市
町
村
と
県
が
果
た
す
べ
き
役

割
・
責
任
を
明
確
に
し
、協
働
・
連
携
を

図
り
な
が
ら
地
域
の
課
題
を
解
決
し
て

い
く
体
制
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、

企
業
な
ど
の
民
間
活
力
を
積
極
的
に
活

用
す
る
と
と
も
に
、公
共
サ
ー
ビ
ス
を

担
う
多
様
な
主
体
間
で
協
働
・
連
携
し

て
県
民
に
対
す
る
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

○
効
率
的
か
つ
効
果
的
な

　

行
政
資
源
の
最
適
配
分

　

限
ら
れ
た
行
政
資
源
を
最
大
限
に
活

用
す
る
た
め
、職
員
の
サ
ー
ビ
ス
意
識
、

コ
ス
ト
意
識
を
徹
底
さ
せ
、不
断
の
取

り
組
み
に
よ
る
事
務
事
業
の
見
直
し
で

無
駄
を
省
き
ま
す
。

　

ま
た
、県
の
発
展
・
飛
躍
に
つ
な
が
る

施
策
や
県
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
事
業

を
選
択
し
、そ
こ
に
行
政
資
源
を
集
中

さ
せ
て
い
く
こ
と
、ま
た
、将
来
的
に
負

担
を
先
送
り
し
な
い
適
正
な
行
政
資
源

の
配
分
で
世
代
間
の
公
平
な
サ
ー
ビ
ス

を
維
持
し
て
い
き
ま
す
。

※

詳
細
は
、県
行
政
改
革
推
進
課
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「新沖縄県行財政改革プラン（仮称）」素案の体系図


